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● 井上さんの書籍紹介 

   

「いまも、君を想う」 

川本三郎 著 

新潮社 2010 年 5月初版 
 

 

はじめに 

まず、産経新聞文化部、渋沢和彦さんの評より。 

「朝、土鍋でご飯を炊き、それを夫人の仏前に供えてから原稿用紙に向

かったという。愛妻への追想記は、透明感に包まれ、読み手の心も浄化さ

れていく。仲がいい夫婦でも死は避けられない。いずれは 1 人となる。独

りの老後をどう生きていくか。そんなことを考えさせられる。」 

医療が進歩した現在でも、がん患者さんの 2 人に 1 人は亡くなる。本書

は、大切な人を失った場合、どのように対峙していけばよいのか教えてく

れたので紹介する。 

 

川本三郎さん、奥様の紹介 

1944 年東京都のお生まれ。映画評論家、文芸評論家。「林芙美子の昭和」にて、2003 年、毎日

出版文化賞と桑原武夫文学芸賞を受賞。妻恵子さんは、1951 年愛知県一宮市のお生まれ。ファッ

ション評論家、ファッション史研究家。 

奥様の病歴等 

2006 年 10 月、食道癌と診断された。進行していた。 

2007 年 1月手術。肝臓にも転移していた。術後化学療法はされず、漢方療法を選ばれた。 

2008 年 6月 17 日未明、ご主人様とお母様に見守られながら、永眠された。 

 

本書の内容・感想 

『家内、川本恵子は平成 2008 年 6 月 17 日の午前 1時 44分に逝った。57歳だった。私より七歳

年下の家内がこんなに早く逝ってしまうとは夢にも思っていなかった。本当にこたえた。 

1973 年に結婚した。35年連れ添ったことになる。一緒にいるのがもう自然の、当たり前の状態

になっていたから、一人になって正直なところ毎日、寂しい。家内に何もしてやれなかったとい

う後悔、無力感にも襲われる。』－あとがきより－ 

このような時、役立つことは、「幸せだった日々を思い出すこと」と本書は教えてくれる。 

三鷹での新婚生活、些細な事での夫婦喧嘩、闘病生活のことなど、コラージュ風に書かれてい

る。川本さんがつまずかれても、「ツーストラクク・ノーボール、それでもニッコリまけないぞ」

といって励まされていた。また、今の生活の様子も記されている。伊藤茂次の詩集より引用され

ている。「一人食う飯はまずく、女房と食べた晩飯は楽しかった。」 

 

葬儀もよい思い出である。 

私の心に響いたのは、次の文章である。無伴奏チェロ組曲を聴いているようだ。『静かな葬儀を

するということ』より抄出する。 

『家内が亡くなったあと、すぐ葬儀の準備をしなければならなかった。さっきまで生きていた

人間をもう死者として扱う。家内に申し訳ない気持ちになる。せめて出来ることは、静かな祈り
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のなかで葬儀を行なうことだった。 

葬儀無用論があるのは知っている。しかし人間の暮らしには、日常生活とは別の時間が流れる

「儀式」が必要だと思う。葬儀はその儀式のなかでもっとも厳粛なもので、ひとは儀式のなかに

身をおくことで死者を想い、そしていずれは自分にも必ずやってくる死について考えることが出

来る。日常生活と、死という非日常を儀式によってきちんと分ける。「形式ばる」と言うが、死と

いう圧倒的な不条理を前に「形式」は必要だと思う。悲しみという生まの感情を形式によって一

度冷却する。 

 

いくつか希望を出した。 

葬儀の場所は小さくてもいいから、その日そこでひとつしか儀式が行なわれないところにした

い。幸い、葬儀社の方が杉並区のある寺に付属する小さい葬儀場を探してくれた。 

通夜の席の酒もいやだった。喪主の方が客への礼儀として「故人はにぎやかなのが好きでした

から」と酒をすすめる。それはしたくなかった。家内がやつれ、そして静かに息を引き取ってい

った姿が目に焼きついている人間には「故人はにぎやかなのが好きでしたから」と決まり文句を

言う気にはどうしてもなれなかった。 

弔電の披露を割愛していただくこと。弔電は葬儀に出席出来なかった人のもので、披露される

のは名のある偉い人のものが多い。これはなんだか肩書きを大事にしているようでいやだった。 

お経と弔辞。そして来て下さった方々のお焼香。願っていたとおりの静かな葬式となった。』 

 

私も、このような葬儀をしてもらいたいし、妻にもしてやりたい。理想に近い葬儀を行うこと

が、死者を弔う第一歩であり、悲嘆の仕事（グリーフワーク）の第一歩であるのではなかろうか。 

悲嘆(grief)とは、死による喪失から生じる心の苦しみである。精神医学者ロバートバックマン

は、「親が亡くなるときには過去を失い、配偶者がなくなるときには現在を失い、子供が亡くなる

ときには未来を失う」と言っている。しかし、その失った時間を埋めていかなければいけない。

残された者に課せられて仕事なのである。 

私は、本書によって始めて、グリーフワークについて勉強した。皆様にも是非読んでいただき

たい。 

会員 井上 林太郎 


